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����年、NFT（非代替可能トークン）およびWeb�技術が世界中で注目を集め、デジタル経済の未来を切り開く新たな局面を迎えました。

NFTは、デジタルアセットの真正性や所有権を確立するための革新的な手段として浮上し、アート、音楽、ゲーム、不動産など、さまざまな分野
で新しい価値の創造を促進しました。これにより、クリエイターとコレクター、企業と消費者の間で直接的なつながりが生まれ、従来の概念を
超越する新しい経済モデルが形成されました。

Web�技術は、分散型ネットワークやスマートコントラクトを通じて、従来の中央集権型のモデルから解放された未来を提示しています。

これにより、個人や企業は情報や価値のやりとりにおいて、より透明かつ効率的な仕組みを享受することが可能となりました。

日本のWeb�市場も、個人のクリエイターが中心となりNFTの購入や配布などの活動が広がっていますが、まだまだ実需としてのNFTの活用
は一部企業のビジネスに組み込まれているにすぎません。

しかしながら、近い将来、法整備やデジタルトークンの実需的なユースケースが広がることが想定され、Web�を組み込んだデジタル経済はさ
らなる発展が見込まれています。

本資料は、その未来に先駆け、法人が今「NFTドメイン」を取得する重要性を説明するものです。

法人がNFTドメインを活用することは、企業のデジタルプレゼンスを高め、ブランドの信頼性を向上させる絶好の機会です。また、NFTドメイン
の導入により、企業は独自のデジタルアセットを保有し、新たなビジネスモデルを構築する手助けとなるでしょう。

しかし、この新しい未来には潜在的なリスクも伴います。

シークレットフレーズの管理やセキュリティに関する懸念がありますが、それらを克服するためには適切な対策を講じることが不可欠です。

本資料では、NFTドメインの重要性に焦点を当て、法人向けにその利点とセキュリティ対策について解説します。



NFTドメインは、ウォレットアドレスと任意の文字列を紐づけ、可読性を持たせること
により、銀行口座の「口座名」のような役割を担います。「口座名」＝ドメイン名がある
ことにより、送金前の確認の手間が省け、気軽にウォレットアドレスを共有することが
できるようになります。

Web�時代における新しいドメイン、それが「NFTドメイン」です。NFTドメインは、
イーサリアム（Ethereum）をベースとした各種ブロックチェーン上で発行されるNFT
の一種であり、暗号資産の送受で使用されるブロックチェーンアドレス（�xから始まる
��文字のランダムな英数字）を任意の文字列として変換し、可読性を持たせるWeb�
プロダクトです。

イーサリアム（Ethereum）をベースとした各種ブロックチェーン上で発行されるNFT（トークン）の一種
ブロックチェーンアドレス（�xから始まる��文字のランダムな英数字）を任意の文字列として変換し、可読性を持たせるプロダクト



従来のドメインの機能はIPアドレスをわかりやすい文字列に変換し、Webサイトやメールにアクセスできるように
するものです。一方NFTドメインは、ブロックチェーンアドレス（�xから始まる��文字のランダムな英数字）をわかりやすい
文字列に変換します。

ICANNやレジストリといった中央集権的な組織が間にない（事業者が独自で発行）

 所有権と管理責任は���％取得者本人にあり、ドメインの利用停止などの概念は存在しない
 利用するブロックチェーンやルールは発行業者により異なるが、現在、世界的に業界の統一ルールなどの整備が
進もうとしている



NFTドメインは、現在どのようにして使われているかを説明いたします。

NFTドメインの基礎的な機能。覚えづら
いウォレットアドレスに名前を付けるこ
とで、暗 号 資 産の送 受 信に係るストレ
スが大幅に緩和されます。

サーバー管理者が引き起こす障害・不具
合を回避することができます。また、国
や事業者などの検閲に強く、事業者ポリ
シーの違反により、Webサイトの停止な
どの措置がとられることはほぼないと
言ってよいでしょう。

ブロックチェーン上で所有権が確立され
ており、オンライン上の身元確認やデジタ
ルコンテンツのアクセス制御など、さまざ
まな場面で活用されることが期待されて
います。



現在のインターネット上のサービスや情報の管理体制は、企業やサービス提供業者がその情報を管理しています。しかしながら、Web�時代は、企業が
情報を保有することから個人が情報を保持する時代へシフトすると言われています。

Web�のサービスは一部の登録情報を除き、提供企業が個人情報を管理することはありません。ユーザーが手にしているデジタルトークンはウォレット
に一元管理されており、デジタルトークンを保管するウォレットは、Web�アカウントとして機能します。

ウォレットアドレスにNFTドメインが紐付くことにより、NFTドメイン＝デジタルIDとして活用されます。



一部を除くNFTドメインは、インターネットドメインと違い期限切れの概念がないため、空いたら取得するということができません。また、インターネット
ドメインにおけるICANNのような中央の管理団体がないため譲渡交渉はすべてドメイン保有者当人同士が行う必要があります。さらに、ブランド名を
騙った仮想通貨詐欺はここ数年増加傾向にあります。

万が一、御社のブランドやサービス名を騙った仮想通貨詐欺に、御社のブランドドメインを利用されたら莫大なブランド毀損が発生するとともに、社会
的な責任を負う必要がでてきます。

そういった事態に備え、事前にブランド保護はしておくべきです。

分散型ウェブの本格台頭や、技術革新によるユースケースの拡大が起こった時のために、
文字列の確保とブランド保護を行っておく必要がある。

期限切れの概念がないため、空いたら取得するということができない
ブランド保持者でない者による、成りすまし利用を防止



企業がNFTドメインを登録するべき理由は前頁で説明しましたが、企業でNFTドメインを登録管理していく
には、解決しなければいけない課題が存在します。以下の�つが主な課題となります。

NFTドメイン発行事業者は主に海外の
企業・団体となります。登録事業者の決
済手段はクレジットカードや仮想通貨、
ドル払いといったものが主な手段とな
り、日本企業の多くはハードルが上がり
ます。

登録時にはウォレットが必要になり、ウォ
レットをどの部署や担当者が管理を執り
行うかといった管理体制が整備されて
ないことが一般的です。さらに、登録し
たドメインの運用も同様でしょう。

企業では、ウォレット管理ポリシーやセ
キュリティ体制 などが決まっていない
ケースが多く万が一シークレットフレー
ズが漏れると、乗っ取りに合い、NFTドメ
インを含む保有資産を全て抜かれるリ
スクがあります。



NFTドメインが欲しいけど
海外の業者へ登録するのは

ちょっと不安…

NFTドメインに興味はあるけど
ウォレットや必要な設定など

よくわからない…

支払い方法がクレジットカートか
仮想通貨のみ＆ドル建で

毎月の請求処理が大変そう…

GMOデジロック株式会社が提供するドメインレジストラ
サービス「バリュードメイン」のNFTドメインサービス。アメリカ
のNFTドメイン発行事業者「Unstoppable Domains」に
唯一代理店の認定を受けたNFTドメイン登録サービスです。



日本企業が運営し、NFTドメインの登録
から運用までトータルでサポート

通常クレジットカードか仮想通貨のみです
が、日本円に換算して請求書払いや銀行
振込などに対応

Value Domain Web�のウォレットで
NFTドメインを管理・代行



Value Domain Web� 法人サポートは、NFTドメインの登録から運用まで
お客様のNFTドメイン活用をトータルでサポートするサービスです。

.unstoppable  .go  .x  .nft  

.crypto  .wallet  .polygon  

クレジットカード決済・Amazon Pay・
WebMoney・銀行振込・コンビニ決済






